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青木重樹  コーダ規格化法により推定した気象庁震度観測点のサイト増幅率を用いたリアルタイム

サイト補正の試み, 日本地球惑星科学連合 2013 年大会, 2013 年 5 月, 千葉県千葉市 

  スペクトル比法により推定したサイト増幅率を用いたリアルタイム補正, 日本地震学会

2013 年度秋季大会, 2013 年 10 月, 神奈川県横浜市 

  スペクトル比法により推定した周波数依存するサイト増幅率を用いたリアルタイムサイ

ト補正, 日本地震工学会・大会－2013, 2013 年 11 月, 東京都渋谷区 

  スペクトル比法により推定した周波数依存するサイト増幅率を用いたリアルタイムサイ

ト補正, 2013 年度京都大学防災研究所研究集会「リアルタイム地震動情報の高度化とそ

の利活用」, 2013 年 11 月, 京都府宇治市 

  Real-time prediction of ground motion using real-time correction of site amplification 
factors for EEW, 米国地球物理学連合秋季大会, 2013年12月, アメリカ, サンフラン

シスコ 

青木輝夫  Snow Impurity and Glacial Microbe effects on the abrupt warming in the Arctic 
(SIGMA) Project, The Norwegian Polar Institute Seminar, 2013 年 4 月, ノルウェー,

トロムソ 

  Run-length dependence of specific surface area and intrinsic permeability in seasonal 
snow, Snow Grain Size Workshop Measurements and Applications, 2013 年 4 月, フ

ランス, グルノーブル 

  Attempt of modeling water movement in snow cover using specific surface area, Snow 
Grain Size Workshop Measurements and Applications, 2013 年 4 月, フランス, グル

ノーブル 

  積雪の近赤外領域の反射率と含水率との関係, 日本雪氷学会2013年度北信越支部研究発

表会, 2013 年 5 月, 新潟県新潟市 

  グリーンランドSIGMA-Aで観測された積雪粒径と不純物濃度がアルベドに与える効果, 
日本地球惑星科学連合 2013 年大会, 2013 年 5 月, 千葉県千葉市 

  Global snow and ice cover observations using GCOM-C1/SGLI, 日本地球惑星科学連

合 2013 年大会, 2013 年 5 月, 千葉県千葉市 

  MODIS データを用いたグリーンランド氷床表面温度と表面反射率の時間変化, 日本地

球惑星科学連合 2013 年大会, 2013 年 5 月, 千葉県千葉市 

  グリーンランド氷床上SIGMA-Aで観測された光吸収性積雪不純物, 日本気象学会 2013
年度春季大会, 2013 年 5 月, 東京都渋谷区 

  Effects of snow grain size and snow impurity concentrations on albedo variation at 
SIGMA-A on Greenland ice sheet, Davos Atmosphere and Cryosphere Assembly 
2013, 2013 年 7 月, スイス, ダボス 

  近赤外域イメージセンサーによる積雪及び氷試料の光学測定, 雪氷研究大会, 2013 年 9
月, 北海道北見市 

  グリーンランド氷床北西部 SIGMA-A サイトにおける過去 36 年間の年間質量収支の復

元, 雪氷研究大会, 2013 年 9 月, 北海道北見市 

  体積含水率の変化に伴う積雪の近赤外領域の反射率の変化, 雪氷研究大会, 2013年9月,

北海道北見市 

  雪氷面熱赤外域射出輝度の変動特性と表面雪質の関係, 雪氷研究大会, 2013 年 9 月, 北

海道北見市 

  積雪の波長別双方向反射率と偏光度の測定, 雪氷研究大会, 2013 年 9 月, 北海道北見市

  衛星データを用いたグリーンランド氷床表面反射率と表面輝度温度との比較研究, 雪氷

研究大会, 2013 年 9 月, 北海道北見市 

  粉末氷から生成したガスハイドレートの比表面積測定, 雪氷研究大会, 2013 年 9 月, 北

海道北見市 
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  積雪の圧縮粘性係数に対する大気圧の効果, 雪氷研究大会, 2013 年 9 月, 北海道北見市

  The relationship between the near-infrared reflectance of snow and its water content, 
The International Snow Science Workshop (ISSW) 2013, 2013 年 10 月, フランス, グ

ルノーブル 

  衛星データ解析に基づいた近年の北極域積雪・曇天率分布の変動傾向, 日本気象学会

2013 年度秋季大会, 2013 年 11 月, 宮城県仙台市 

  グリーンランド SIGMA-A、B における 2012 年と 2013 年の気象条件の違い, グリーン

ランド氷床の質量変化と全球気候変動への影響に関する研究集会, 2013 年 11 月, 北海

道札幌市 

  北西グリーンランドSIGMA-A, B サイトで 2012-2013 年に観測された気象要素の変化, 

第 4 回極域科学シンポジウム, 2013 年 11 月, 東京都立川市 

  衛星観測による環北極域の積雪・曇天率分布の解析と今後の計画, 第 4 回極域科学シン

ポジウム, 2013 年 11 月, 東京都立川市 

  BET 吸着法による積雪比表面積（SSA）測定 ―粒子形状がSSA 減少率に及ぼす影響―, 

第 4 回極域科学シンポジウム, 2013 年 11 月, 東京都立川市 

  グリーンランド、カナック氷河のクリオコナイト粒の発達プロセスにおけるバクテリア相

の変化, 第 4 回極域科学シンポジウム,2013 年 11 月, 東京都立川市 

  Measurements on angular distribution of reflectance and degree of linear polarization 
of snow for the GCOM-C/SGLI snow product, AGU Fall Meeting 2013, 2013 年 12 月, 

アメリカ, サンフランシスコ 

  Dependence of brightness temperatures in the thermal infrared wavelength region on 
the surface snow types, AGU Fall Meeting 2013, 2013 年 12 月, アメリカ, サンフラン

シスコ 

  Seasonal and annual variations of satellite-derived snow parameters in Greenland, 
GCOM/EarthCARE/PMM Joint PI Workshop, 2014 年 1 月, 東京都中央区 

  SGLI Snow Product Algorithms, GCOM/EarthCARE/PMM Joint PI Workshop, 2014
年 1 月, 東京都中央区 

  2011-2013 年夏期グリーンランド氷床上における積雪不純物の表面濃縮過程, 第 4 回

SIGMA ワークショップ in 十日町, 2014 年 3 月, 新潟県十日町 

  MODISデータを用いたグリーンランド氷床裸氷域の面積変化, 第4回SIGMAワークシ

ョップ in 十日町, 2014 年 3 月, 新潟県十日町 

  グリーンランド SIGMA-A におけるアルベドと積雪物理量変化, GRENE 雪氷課題 2013
年度全体会合, 2014 年 3 月, 東京都立川市 

青梨和正  大気のマイクロ波放射伝達特性とマイクロ波放射計データからの大気物理量推定, 日本

気象学会 2013 年度春季大会, 2013 年 5 月, 東京都渋谷区 

  雲解像モデル用のNeighboring Ensemble に基づく変分法同化法（その１）, 日本気象

学会 2013 年度春季大会, 2013 年 5 月, 東京都渋谷区 

  Dual Scale Neighboring Ensemble Approach for the Cloud-Resolving Model Ensemble 
Variational Assimilation, Sixth Symposium on Data Assimilation, 2013 年 10 月, アメ

リカ, メリーランド 

  マイクロ波および赤外放射計データを併用した高分解能全球降水マップ

(GSMaP_MVK)のアルゴリズム, 日本気象学会 2013 年度秋季大会, 2013 年 11 月, 宮

城県仙台市 

  次世代のマイクロ波イメージャ降水リトリーバルアルゴリズム開発（その１）, 日本本気

象学会, 2013 年度秋季大会, 2013 年 11 月, 宮城県仙台市 

  雲解像モデル用のNeighboring Ensemble に基づく変分法同化法（その２）, 日本気象

学会 2013 年度秋季大会, 2013 年 11 月, 宮城県仙台市 

  GPM に向けた全球降雨マップ（GSMaP）開発と今後の計画, 日本気象学会 2013 年度

秋季大会, 2013 年 11 月, 宮城県仙台市 

  Displaced Ensemble variational assimilation to incorporate microwave imager 
brightness temperatures into a cloud-resolving model for Typhoon Conson, 31st AMS 
Hurricane Conference, 2014 年 3 月, アメリカ, サンディエゴ 

青栁曉典  Impact of the Urban Land Surface Parameterization on the Reproduction of Present 
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Climate(2001-2006), 第 6 回日中韓合同気象学会大会, 2013 年 10 月, 中国, 南京 

  NHRCM4km への都市キャノピースキーム導入実験－現在気候(2001年～2006年)再現

実験の検証－, 日本気象学会 2013 年度秋季大会, 2013 年 11 月, 宮城県仙台市 

青山道夫  Southward transport of radiocesium discharged directly from Fukushima Dai-ichi 
nuclear power plants across the Kuroshio Extension Current, EGU General 
Assembly 2013, 2013 年 4 月, オーストリア, ウィーン 

  Spatial and temporal variations and budget of radiocesium in the ocean following the 
Fukushima Daiichi Nuclear Power Plant accident, EGU General Assembly 2013, 
2013 年 4 月, オーストリア, ウィーン 

  Global nutrients data synthesis based on Reference Material of Nutrients of 
Seawater, EGU General Assembly 2013, 2013 年 4 月, オーストリア, ウィーン 

  Introduction: geoscientific knowledgebase of Chernobyl and Fukushima, EGU 
General Assembly 2013, 2013 年 4 月, オーストリア, ウィーン 

  Surface pathway of radioactive plume of TEPCO Fukushima NPP1 released 134Cs 
and 137Cs, EGU General Assembly 2013, 2013 年 4 月, オーストリア, ウィーン 

  One-year, regional-scale simulation of radiocaesium-137 radioactivity in the ocean 
following the Fukushima Daiichi Nucle, the Japan Geoscience Union Meeting 2013, 
2013 年 5 月, 千葉県千葉市 

  Surface pathway and subduction of Fukushima radioactivity in the North Pacific 
Ocean in March 2011 - June 2012, the Japan Geoscience Union Meeting 2013, 2013
年 5 月, 千葉県千葉市 

  Possible southward transport of the directly-discharged Fukushima-derived 
radiocesium across the Kuroshio Extension, the Japan Geoscience Union Meeting 
2013, 2013 年 5 月, 千葉県千葉市 

  Total amount of fission products and neutron activated products released from 
TEPCO Fukushima NPP1 to marine environment, 第 50 回 アイソトープ・放射線 研

究発表会, 2013 年 7 月, 東京都文京区 

  Southward transport of the Fukushima-derived radiocesium due to the subtropical 
mode water, goldschmidt 2013, 2013 年 9 月, イタリア, フィレンツェ 

  東電福島第一原子力発電所事故で海洋に放出された核分裂生成物および中性子放射化生

成物の挙動, 2013 年度日本地球化学会年会, 2013 年 9 月, 茨城県つくば市 

  2012 年 1-2 月の北西部太平洋における福島第一原子力発電所由来放射性セシウムの分布

第２報, 2013 年度日本地球化学会年会, 2013 年 9 月, 茨城県つくば市 

  福島沖の海底土中の137Csのシミュレーション, 2013年度日本海洋学会秋季大会, 2013
年 9 月, 北海道札幌市 

  北太平洋での東電福島原発事故起源セシウム 137 の拡散, 2013 年度日本海洋学会秋季大

会, 2013 年 9 月, 北海道札幌市 

  領域海洋拡散シミュレーションにおける福島沖の放射性物質の供給経路, 2013 年度日本

海洋学会秋季大会, 2013 年 9 月, 北海道札幌市 

  Oceanic and coastal dispersion of 134Cs and 137Cs released from the TEPCO 
Fukushima NPP1 accident: past, present and prediction, APSORC 13, 2013 年 9 月, 

石川県金沢市 

  Developing high-quality data collection method of seawater density, 16th 
International Conference on the Properties of Water ＆ Steam, 2013 年 9 月, イギリ

ス, ロンドン 

足立アホロ  2012 年 12 月に東京都小金井市で行われた集中観測で観測された乱流事例, 日本気象学

会 2013 年度春季大会, 2013 年 5 月, 東京都渋谷区 

  レーダーシミュレーターによる偏波パラメータ計算結果のレーダー観測への応用（その

４）偏波パラメータを用いたC-band レーダーの自己校正手法の検討, 日本気象学会

2013 年度春季大会, 2013 年 5 月, 東京都渋谷区 

  Radar calibration using polarimetric observations with rain attenuation correction, 
ISEC 2013, 2013 年 9 月, アメリカ, コロラド州ブリッケンリッジ 

  Detection of potentially hazardous convective clouds with a dual-polarized C-band 
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radar, ISEC 2013, 2013 年 10 月, 京都府宇治市 

  次世代ウィンドプロファイラの研究開発, 日本気象学会 2013 年度秋季大会, 2013 年 11
月, 宮城県仙台市 

  次世代ウィンドプロファイラにより捉えられた KH 波と晴天乱気流の対応, 日本気象学

会 2013 年度秋季大会, 2013 年 11 月, 宮城県仙台市 

  Thorpe Analysis を用いた乱流の検出可能性, 日本気象学会 2013 年度秋季大会, 2013
年 11 月, 宮城県仙台市 

  短波長偏波レーダーの多重散乱シミュレーション, 日本気象学会 2013 年度秋季大会, 

2013 年 11 月, 宮城県仙台市 

足立光司  電子顕微鏡とイメージングプレートを用いた原発事故由来放射性物質の分析, 第 14 回

「環境放射能」研究会, 2013 年 2 月,茨城県つくば市 

  Mixing states of soot and BC particles measured using transmission electron 
microscope (TEM) and single particle soot photometer (SP2), American Geophysical 
Union 2013 Fall Meeting, 2013年 12 月, アメリカ, サンフランシスコ. 

  Imaging of radioactive material and its host particle from the nuclear power plant 
accident in Japan by using imaging plate and electron microscopy、European 
Geosciences Union General Assembly 2013, 2013 年 4 月, オーストリア, ウィーン 

  電子顕微鏡を使ったすす粒子の混合状態 日本地球惑星科学連合 2013 年大会,2013 年 5
月,千葉県千葉市 

足立恭将  火山噴火規模の環境変動への影響, 日本気象学会 2013 年度秋季大会, 2013 年 11 月, 宮

城県仙台市 

  Development and recent improvements of MRI GCM, International Workshop on 
Climate System Modelling, 2014年 3 月,アメリカ, ホノルル 

荒木健太郎  高精度ビン法雲微物理モデルの開発, 日本気象学会 2013 年度春季大会, 2013 年 5 月,

東京都渋谷区 

  地上マイクロ波放射計のアングルスキャンによる降雨時の水蒸気場観測, 日本気象学会

2013 年度春季大会, 2013 年 5 月, 東京都渋谷区 

  夏季関東平野における都市型豪雨の解析的研究, 第 71 回神奈川予報士会, 2013 年 7 月, 

神奈川県横浜市 

  降雨時の地上マイクロ波放射計 Off-Zenith 観測値の検証, 日本気象学会 2013 年度秋季

大会, 2013 年 11 月, 宮城県仙台市 

  Temporal Variation of Close-Proximity Soundings within a Tornadic Supercell 
Environment, 2014 Meeting on the Study of Advanced Data Assimilation and Cloud 
Resolving Ensemble Technique for Prediction of Local Heavy Rainfall, 2014 年 1 月,

静岡県沼津市 

安藤 忍  地震及び火山噴火予知のための観測研究計画の見直しについて, 日本地球惑星科学連合

2013 年大会, 2013 年 5 月, 千葉県千葉市 

  気象庁における SAR データを活用した地震・火山活動の把握と大気補正手法について, 

SAR が切り拓く地球人間圏科学の新展開, 2013 年 8 月, 京都府宇治市 

  伊豆大島に整備したボアホール型多成分ひずみ計の概要, 2013 年度日本火山学会秋季大

会, 2013 年 9 月, 福島県猪苗代町 

五十嵐康人  Atmospheric Radionuclides from the Fukushima Nuclear Accident－Two years 
observations in Tsukuba, Japan, European Geosciences Union General Assembly 
2013, 2013 年 4 月, オーストリア, ウィーン 

  Atmospheric-Terrestrial Interactions in Radioactive Pollution by the Fukushima 
Accident, the Japan Geoscience Union Meeting 2013, 2013 年 5 月, 千葉県千葉市 

  福島第一原発事故による大気環境影響:気象研究所での研究成果，環境放射能除染学会 第
２回研究発表会，2013 年 6 月，東京 

  大気環境における中長半減期核種の挙動，日本エアロゾル学会第 9 回エアロゾルシンポ

ジウム，2013 年 6 月，埼玉県大宮市 
  宇宙線・雲仮説について考えること, 研究会「宇宙線による雲核生成機構の解明」, 2013

年 7 月, 愛知県名古屋市 
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  福島第一原子力発電所事故による大気環境影響, トリチウム研究会, 2013 年 8 月, 岐阜

県多治見市 

  BC の電子顕微鏡観察, H25 年度環境省環境研究総合推進費アドバイザリーボード会合, 

2013 年 8 月,東京都 

  電子顕微鏡データの活用, 第 30 回エアロゾル科学・技術研究討論会, 2013 年 8 月, 京都

府京都市 

  福島第一原発事故による大気環境影響の研究, 第 30 回エアロゾル科学・技術研究討論

会,2013 年 8 月, 京都府京都市 

  福島第一原発事故に関する大気観測と大気モデル研究, 2013 年度日本地球化学会年会, 

2013 年 9 月, 茨城県つくば市 

  Research on Atmospheric Radionuclides from the Fukushima Nuclear Accident at the 
MRI,Japan, APSORC13, 2013 年 9 月, 石川県金沢市 

  CTM Applications with Aerosol Modeling and Observations to Radioactive 
Contamination, 第 6 回日中韓合同気象学会, 2013 年 10 月, 中国, 南京 

  Construction Trial of the Electron-Microscopic Aerosol Database, 第 6 回日中韓合同気

象学会, 2013 年 10 月, 中国, 南京 

  Characteristics of spherical Cs-bearing particles collected during the early stage of 
FDNPP accident, International Experts’ Meeting on Radiation Protection after the 
Fukushima Daiichi Accident, 2014 年 2 月, オーストリア, ウィーン 

石井雅男  Ocean acidification in the tropical Pacific from below, 第 9 回国際二酸化炭素会議, 

2013 年 6 月, 中国, 北京 

  Trend of ocean acidification in the western Pacific tropical and subtropical zones over 
the past decades, Japan－Australia Marine Science Workshop, 2013 年 7 月, 東京都

  Toward the future expansion of the ocean biogeochemistry observing network, Japan
－Australia Marine Science Workshop, 2013 年 7 月, 東京都 

  Ocean acidification over the western North Pacific subtropical and tropical zones for 
the last decades, 2nd internatioanl workshop Global Ocean Acidification Observing 
Network, 2013 年 7 月, イギリス, セントアンドルース 

  太平洋における大気・海洋間 CO2交換, 2013 年度日本海洋学会秋季大会,2013 年 9 月,

北海道札幌市 

  北太平洋西部亜熱帯域・熱帯域における海洋酸性化, 2013 年度日本地球化学会第 60 回

年会, 2013 年 9 月, 茨城県つくば市 

  Trend of ocean acidification in the western Pacific tropical and subtropical zones, 国
際シンポジウム 海洋酸性化とサンゴ礁 -ラボからフィールド-, 2013 年 9 月, 東京都
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